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わ
が
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
の
研
究
機
関
誌
で
あ
り
、
史
学
会
が
発
行
し
て
い
る
『
法
政
史
学
」
は
、
こ
こ
に
第
四
十
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
は
、
戦
前
の
高
等
師
範
部
歴
史
地
理
科
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
す
が
、
戦
後
、
間
も
な
く
昭
和
一
一
十
一
一
年
（
一
九
四
七
）
四
月
に
、
旧
制
の
第
二
部
文
学
部
地
理
歴
史
学
科
（
歴
史
専
攻
）
の
設
置
に
よ
っ
て
、
新
た
に
創
立されたということができます。次いで、同一一十三年十月には通信教育部に文学部史学科、同一一十四年四月
に
は
新
制
の
第
二
部
文
学
部
史
学
科
が
設
置
さ
れ
、
現
在
の
基
礎
が
門
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
の
開
設
、
第
二
部
文
学
部
か
ら
第
一
部
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
っ
て
、
史
学
科
は
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
多
く
の
卒
業
生が全国各地で多方面にわたって目ざましい活躍をしております。
こ
の
よ
う
な
法
政
大
学
史
学
科
の
発
展
を
支
え
て
き
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
’
九
五
○
）
四
月
に
史
学
の
研
究
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
教
員
と
在
校
生
・
卒
業
生
が
一
体
と
な
り
、
相
互
の
向
上
と
親
睦
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
政
大
学
史
学
会
と
機
関
誌
の
『
法
政
史
学
』
の
発
刊
で
あ
り
ま
す
。
『
法
政
史
学
』
は
史
学
会
の
設
立
当
初
は
『
法
政
大
学
史
学
会
会
報
』
と
称
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
や
が
て
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
六
号
か
ら
『
法
政
史
学
」
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
法
政
史
学
第
四
十
号
の
発
刊
に
当
っ
て
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■て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
会
已
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
「
法
政
史
学
」
の
発
行
に
つ
い
て
、
法
政
大
学
当
局
の
深
い
御
理
解
に
よ
る
御
援
助
に
対
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
する次第です。
ております。その内容は、研究論文や研究ノート、研究動向などを主体とした学術雑誌でありますが、それ
と
共
に
毎
年
の
史
学
会
の
大
会
・
例
会
や
学
内
消
息
、
卒
業
論
文
題
目
な
ど
を
掲
載
し
、
学
内
外
の
交
流
の
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
『
法
政
史
学
』
の
充
実
は
、
わ
が
史
学
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
研
究
論
文
の
中
に
は
広
く
学
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
も
の
も
多
く
な
り
、
『
法
政
史
学
』
へ
の
期
待
が
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
教
員
・
在
校
生
及
び
卒
業
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
、
そ
の
発
展
に
努
め
て
き
た
賜
物
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
は
、
手
堅
い
研
究
姿
勢
に
よ
り
な
が
ら
、
実
証
的
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
風
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
創
立
以
来
の
伝
統
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
に
記
念
す
べ
き
『
法
政
史
学
』
第
四
十
号
の
発
刊
に
当
り
ま
し
て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
会
員
諸
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
活
躍
さ
れ
、
史
学
会
が
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
昭
和
六
十
一
一
一
年
三
月
会
長
村
上
直 一一
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